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【平間】 

 それでは皆様、お待たせいたしました。 

それではこれより、「パネルディスカッション」 

 

を始めさせていただきます。 

本日のテーマは、『平成２０年岩手・宮城内陸

地震、令和元年東日本台風 ２つの土砂災害を経

コーディネーター：板橋 恵子（エフエム仙台 防災・減災プロデューサー） 

パ ネ リ ス ト：井良沢道也（岩手大学 名誉教授） 

        ：千田 勝 （栗駒山麓ジオガイド） 

        ：宍戸 克美（特定非営利活動法人じゅーぴたっ 副理事長） 

        ：後藤 敏仁（宮城県多賀城高等学校３年生） 

        ：耳塚 千紘（宮城県多賀城高等学校３年生） 

        ：森合ことり（宮城県多賀城高等学校３年生） 

        ：齋藤 秀一（宮城県 土木部 防災砂防課長） 

コメンテーター：草野 愼一（国土交通省 砂防部長） 

会 場 出 演：村上 英人（蔵王町長） 

パネルディスカッション 

『平成２０年岩手･宮城内陸地震、令和元年東日本台風  

2 つの土砂災害を経験した宮城県より』 

～複合災害（大規模地震災害後の豪雨災害）に備える～ 
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験した宮城県より』～複合災害（大規模地震災害

後の豪雨災害）に備える～と題し、進めてまいり

ます。 

それでは本日ご出演いただきます皆様をご紹介

いたします。 

 

はじめに、コーディネーターを務めていただき

ますのは、エフエム仙台 防災・減災プロデュー

サー板橋 恵子様です。 

板橋様は２００４年より防災啓発番組「Ｓｕｎ

ｄａｙ Ｍｏｒｎｉｎｇ Ｗａｖｅ」を制作、出

演しておられ、災害時の非常食レシピを募集する

「サバ・メシ＊コンテスト」を企画・実施。震災

後毎年５万部発行している「サバ・メシ防災ハン

ドブック」の監修を務め、２０１８年からは宮城

県内の小学５年生全員に配布を行っておられます。 

また、２０１７年から仙台で開催されている世

界防災フォーラムをはじめ、数多くのシンポジウ

ム等において、コーディ―ネーター、パネリスト

として携わり、防災減災の啓発活動を行っていら

っしゃいます。 

そして、パネリストとして、岩手大学 名誉教

授 井良沢 道也様でございます。 

井良沢様は平成２０年岩手・宮城内陸地震、平

成２３年東日本大震災、令和元年東日本台風など、

東北地方を襲った災害の砂防学会調査団長を務め

られており、現在、行政機関などと連携し、災害

に関わる啓発・普及の活動を行っておられます。 

続きまして、栗駒山麓ジオガイド 千田 勝様

でございます。 

千田様は平成２０年岩手・宮城内陸地震を経験

され、栗原市建設部建設課長として、災害対策本

部の運営や住民避難対応に加え、国や県との調整

等に尽力されました。 

現在は持続可能な地域づくりを目指す「栗駒山

麓ジオパーク推進協議会」のジオガイドとして活

動されております。 

続きまして、特定非営利活動法人「じゅーぴた

っ」の副理事長 宍戸 克美様でございます。 

宍戸様は令和元年東日本台風を経験され、早く

から雨量の経過に注視し、周辺住民への避難の呼

びかけ、要配慮者宅には自ら足を運ぶなどの行動

により、人的被害の回避に貢献されました。現在

は丸森町より丸森町移住定住サポートセンター運
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営業務の委託を受けた「じゅーぴたっ」の副理事

長として活動されております。 

そして、宮城県多賀城高等学校 災害科学科か

らは後藤 敏仁さん、耳塚 千紘さん、森合 こ

とりさん、以上３名にご出演頂いております。 

災害科学科は全国で２例目となる防災系専門学

科で、東日本大震災の教訓を次世代に確実に伝承

するとともに、将来、国内外で発生する災害から

多くの命と暮らしを守ることができる防災・減災

リーダーの育成するため設置された学科です。 

みなさんの課題研究としては、後藤さんは「３

Ｄモデルを活用した土砂災害シミュレーション」、

そして耳塚さんは「マイタイムライン」、森合さ

んは「火災旋風のメカニズムと発生条件」をそれ

ぞれのテーマとして取組みを行っております。 

そして、開催地である宮城県からは齋藤 秀一 

宮城県 土木部 防災砂防課長に宮城県としての

対応についてお話を伺います。 

また、コメンテーターとして、草野 愼一 国

土交通省 砂防部長に参加いただき、日本の砂防

行政のリーダーとしてお話を伺います。 

さあ、これから先の進行は板橋さんにお任せし

たいと思います。それでは、板橋さん、よろしく

お願いいたします。 

 

コーディネーター：板橋 恵子 
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【板橋】 

 ありがとうございます。全国の集い、長時間に

わたっておりますのでお疲れの時間帯ではないで

しょうか。これからおよそ２時間にわたってパネ

ルディスカッションを行わさせていただきますの

で、どうぞおつきあいください。 

では、ディスカッションに入ります前に、岩

手・宮城内陸地震、そして東日本台風を中心にま

とめました、３分ほどの映像をまずご覧いただき

たいと思います。 

【映像】※オープニング映像（３分） 

【板橋】 

 映像をご覧いただきましたが、複合災害への備

えが求められているのは、宮城県のみならず全国

どこでも起こりうる可能性がございます。また、

本当に気象災害が激甚化、頻発化しているいま、

備えの必要性がますます増しております。 

本日は、パネリストとして岩手・宮城内陸地震、

そして、東日本台風を経験された千田さん、宍戸

さん、このお二人から当時の状況、当時どのよう 

に対応なさったのか、またそこから浮かび上がっ

た課題や教訓についてお伺いするとともに、大規

模土砂災害に対する国や県の対策についてお話い

ただきます。 

 また、参加してくださっている多賀城高等学校

災害科学科３年生の３人からは、若者の視点によ

る土砂災害、また複合災害への取り組みについて

もお伺いしたいと思います。 

そして、全体を通して先ほどもご紹介がありま 

したが、この２つの災害で砂防学会調査団長をお

務めになられた井良沢先生に解説いただきながら、

進めてまいりたいと思います。 

先ほどのＮＨＫの松本さまのお話にもありまし

たけれども、まさに連鎖する災害によって被害が

拡大する複合災害のリスクと備えについて、会場

の皆さまとご一緒に考えてまいりたいと思います

ので、これから２時間どうぞ宜しくお願いいたし

ます。 

 では、はじめに井良沢先生から、宮城県で発生

した土砂災害の事例や特徴などについてお話いた

だけますでしょうか。 

【井良沢】 

 井良沢と申します。今回パネラーとして皆さま

方にお話できる機会を与えてくださり、ありがと

うございます。 

最初に、宮城県の土砂災害について述べたいと

思います。 
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これは、宮城県の地図に地質を載せている図な

んですけれども、ご承知の通り宮城県は自然災害

に遭いやすい地形、地質、そして社会的条件、そ

の３つをすべて備えている県だというふうに考え

ています。 

宮城県は東西に山地、それから真ん中に平野や

丘陵が広がり、そして東側に太平洋と、地形のつ

くりがわりと単純で大きいと言えます。これは、

台風が例えば通過しますと、全県に影響を与えや

すいといった特徴を持っています。 

あと地質の面では２００８年岩手・宮城内陸地

震で、被害の大きかった地域は火山噴出物に覆わ

れています。また、令和元年東日本台風で大きな

被害を被った丸森町は、花崗岩地帯で、ちょうど

地図ですと赤い、そちらの方の花崗岩地帯になっ

てます。両方とも土砂災害を引き起こしやすい地

質の代表的なものになっています。 

そして、政令指定都市仙台市を抱え、東北一の

人口集中地域となっており、土砂災害危険区域に

もたくさんの方が住んでらっしゃると。このよう

に自然災害の影響が出やすい地域ということが言

えます。 

そして、防災を考える上で避けられない素因と

いうのが、東北地方は３つのプレートがせめぎ合

う、世界でも非常に稀な場所であるということが

言えます。東の方から太平洋プレートが西の方に

向かって北米プレートに沈み込もうとしてると。

東北地方は北米プレートの上に載っかってるわけ

なんですけれども、絶えず太平洋プレートが沈み

込む形で影響を受けています。 

そして忘れてはいけないのが、今度、西の方は

ユーラシアプレートが西から東、東北地方に向か

って、またこれも沈み込もうとしてると。 

昨年１月に能登半島地震が起きましたけれども、

こうしたプレートによる歪みが能登半島地震にも

関係しているといったことが言えます。 

言い換えますと、東北地方はいま現在も東から、

そして西から両方押されるような形で圧縮を続け

ています。この結果、山はどんどん今も高くなり

続けてますし、東北地方全体に歪みが溜っている

パネリスト 井良沢 道也 
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といったことが言えます。 

そして、マグマの沈み込み、これによってマグ

マの地下にはマグマの塊がありますけれども、そ

こを刺激する形で上昇させることになります。そ

の上昇したのが、いま見る蔵王山であったり、栗

駒山の活火山になります。 

それから、これは１９７３年以前の東北地方で

土砂災害に関連が深い地震を調べてみましたもの

です。津波による地震は有名なんですけれども、

土砂災害についても、ほんとうに東北地方ではた

くさんの地震が発生してるといったことが言えま

す。   

特に１９６８年の十勝沖地震。名前は十勝沖な

んですけれども、実際に被害が大きかったのは青

森県内で、ちょうど地震の前に雨がたくさん降っ

てたこともあって、地震の被害をよりいっそう大

きくしました。いわゆる複合災害の１つに数えら

れるのかなというふうに思っています。 

それから、宮城県防災砂防課の方から、平成３

年から令和６年までの宮城県の土砂災害の発生件

数データをいただきまして、それを私の方で分析

をさせていただきました。 

これは、各年どういうような土砂災害が発生し

てるかというのを年別にまとめたものなんですけ

れども、年ごとに非常にばらつきはありますが、

トータルで発生件数は８８６件。これを年平均す

ると２６件発生しているます。宮城県のどこかで

これくらいの数が平均すると毎年発生してる、と

いったことが言えるのかなというふうに思います。 

次に平成３年から令和４年度まで、宮城県でど

ういった要因で、どういう種別の土砂災害が発生

してるかを分析したものなんですけれども、要因

別には一番多いのが、実は台風以外の豪雨災害。 

前線とか低気圧による豪雨災害というのが一番

多く、５０４件という数になっています。そして

台風が３３３件。地震が４６件です。そういう台

風、地震以外にも頻繁に発生している、そういっ

た豪雨にも注意が必要だということが言えると思

います。それから、土砂災害の現象別では崖崩れ

が１番多く、２番目が土石流になってます。 

また、土砂災害は県内全域にわたって発生して

おります。 
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まとめますと、３点ほど挙げられます。 

宮城県の地形、地質、社会的条件というのは、

土砂災害を発生させやすいすべての要素を持って

るといったことが１点。それから、防災を考える

上で３つのプレートがせめぎ合う、非常に世界で

も稀な場所ということで、いまもどんどん山地が

高くなったり、大地に歪みが溜め込まれています。

そういった状態であるこ。３点目に近年の宮城県

の土砂災害の傾向について述べてきました。頻繁

に発生している豪雨災害にも注意が必要だという

ことを言いたいです。以上です。 

【板橋】 

 ありがたくない条件が、たくさん揃っていると

いうことですね。私たちとしては、地震が起きて

津波というのはイメージができていましたが、地

震によって土砂災害がこれだけ多く宮城でも発生

してるというのは、ちょっと驚きでした。 

 さて、多賀城高等学校の災害科学科では、土砂

災害についてはどんな学びをなさっているのか、

まずは、災害科学科のご紹介も含めて、森合さん

からお話しいただいていいですか。 

【森合】 

 災害科学科の取り組みについてご紹介させてい

ただきます。 

本学科では、防災教育を県内外に広げるために

ＥＳＤという持続可能な開発のための教育を軸と

しながら、防災、減災の考えを切り口として、自

然科学、社会科学に関する学習をしています。 

災害科学科では普通教育の座学に加えて、体験

的な学びを通して社会が直面している課題に目を

向けて、それを探求活動として社会問題、社会の

諸課題を自分事として捉え直して、既存の知識や

技術を創造的に関連づけながら、課題解決につい

て学習しています。 

その中でも特徴的な学びの１つとして、被災地
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でのフィールドワークを中心とする体験学習、通

称「巡検（ジュンケン）」というものがあります。 

巡検では、県内の被災地を訪問したり県外に出

て研究機関を見学し、最先端技術について知るな

ど研究のあり方について学んだりしています。 

多賀城高等学校では、普通科を含めた学校全体

で災害全体を自分ごととして捉えるようにする授

業が行われています。今回はその中でも、土砂災

害に関する部分について２つ紹介します。 

【耳塚】 

 かわりまして耳塚です。 

まず１つ目は、「くらしと安全Ａ」です。 

「くらしと安全Ａ」は、多賀城高等学校の独自の

課目で、家庭と保険に災害要素を組み込んだ課目

です。授業はワークシートを使い、実際に起こっ

た災害を具体例に挙げ、そこからもし今後同じよ

うな災害が起きたら、どのようにして自分の命を

守るかを考えます。 

この授業では、自分の命は自分で守るという自

助の心を重視しています。この授業の中で土砂災

害のメカニズムや過去の事例などを学び、理想的

な対策や今されている対策を学びました。 

 ２つ目は、災害科学科が行っている巡検です。 

スライドで挙げている栗駒気仙沼巡検では、平

成２０年に起きた宮城県内陸地震で大きな被害が

あった、荒砥沢ダム周辺に災害科学科の授業の一

環として迎えました。 

この実習では、荒砥沢ダムの上流にある大規模

な崩落地を実際に見学し、地すべりのメカニズム

や河道閉塞などについて学びました。現地では、

地すべり地形の構造や発生の仕組みについて説明

を受け、土砂が滑り落ちる原因となるすべり面や

地下水の影響などについて理解を深めることがで

きました。また、実際に災害が起きた場所に立つ

ことで、防災の重要性を実感しました。 

この巡検を通して教科書や写真、映像では分か

らなかった地形のスケールの大きさや自然の力を

肌で感じることができました。地すべりがどれほ

ど危険な現象かを目の当たりに、今後自分にでき

る防災行動についても考える機会になりました。 

【後藤】 

 かわりまして、後藤です。 

これらの学習を通して、土砂災害の脅威を知る

ことができました。一方で、近年発生頻度が高ま

っているのも関わらず、その危険性が十分に認知

されていないのではないかと感じました。 

そこでアンケート調査を実施したところ、地震、

津波と比べて土砂災害、洪水に対する関心が高い

とは言えないことが分かりました。 

この結果を受け、土砂災害を自分事化してもら

い、防災力の向上を図りたいと考え、３Ｄモデル
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や動画を用いて土砂災害発生の様子を可視化する

ことを行いました。 

【板橋】 

 ありがとう。３人とも去年ジオパークを訪れた

と伺ってるんですけど、巡検で。どうでしたか、

結局森合さんも生まれて間もないくらいですか、

２００８年の岩手・宮城内陸地震は。 

【森合】 

 そうですね。２００７年生まれなので、岩手・

宮城内陸地震は次の年です。 

 

 

【板橋】 

 そう、では１歳だったのね。どうですか、現場

に行ってみて。 

【森合】 

 ジオパークに行く前までは、どんなものなのか

というのをきちんと把握していなかった部分があ

ったので、実際に地すべりをしている斜面を見て

凄い迫力だったのと、これが自分の目の前で起き

たときにどうしたらいいか、絶対分からないなと

いうことで恐怖もありました。 

【板橋】 

 そうだよね。耳塚くんはどうでしたか。 

【耳塚】 

 自分の地域では、土砂災害が起こりそうな場所

があまりなかったので、土砂災害というのは映像

とかテレビとかでしか見たことがなかったので、

実際にジオパークの現地で、そのスケールに圧倒

されました。 

【板橋】 

 ありがとうございました。 

きょう、栗駒山麓ジオパークビジターセンター

でジオガイドとして活動もなさっている千田さん

がいらっしゃいますので、ジオパークについてご

紹介いただけますか。 

【千田】 

 はい、宜しくお願いいたします。千田と申しま

す。多賀城高等学校のみんなには、毎年来ていた

だいております。 

 

 

【板橋】 

 そのようですね。 

【千田】 

 巡検活動、ほんとにありがとうございます。 

栗駒山麓のジオは、平成２５年から始まりまして、

平成２７年、日本ジオパークの認定を受け、これ

パネリスト 多賀城高等学校の皆さん 

パネリスト 千田 勝 
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まで約１万７０００人の視察などを受け入れてお

ります。活動は１０年経ったところでございます。 

ビジターセンターという施設もございまして、令

和元年から延べ９万人のお客様においでいただい

ております。 

栗駒山麓ジオパークは、自然災害をテーマとい

たしております。 

私は、平成２０年の地震による自然災害を未来

に繋げるために、その伝承活動としてガイドを行

っております。見学者の皆さまからは、「防災の

大切さを肌で感じた」などと感想をいただいてお

ります。 

 そもそも「ジオパークって何？」ってよく皆さ

んに聞かれます。地形地質の見所、由来から大地

の成り立ちに繋げて物語るものですが、まさに今

日の土砂災害の集いのテーマに繋げれば、土砂災

害のそもそも論に繋がるものです。皆さんのお住

まいの大地はどんな成り立ちですか。板橋さん。 

【板橋】 

 どう答えたらいいんですか…（笑）。 

【千田】 

 以上、一旦お返しします。 

【板橋】 

 ほんとに日本最大級の地すべりの地形が、その

まま保存されている状況を目の当たりにできると

いうことですものね。 

ＮＩＰＰＯＮ防災資産にも認定されているジオ

パーク。まだ訪れてない方は、是非足を運んでい

ただきたいんですが、では、改めて井良沢先生に

この荒砥沢の大崩落を起こした岩手・宮城内陸地

震とは、どのような土砂災害だったのか。ご説明

いただけますでしょうか。 

【井良沢】 

 それでは、平成２０年岩手・宮城内陸地震によ

る土砂災害について紹介します。 

この地震の最大の特徴としては、建物被害が少

なく土砂災害が圧倒的に多い、非常に特異的な地

震ということが言えると思います。 

上のスライドの写真は荒戸沢地すべり、右の方

は岩手県一関市にある市野々原地すべりによる河

道閉塞の写真です。 

これらは、工事によって土砂ダムの湛水量が少

し減ってますけれども、当初と比べて原型に近い

形をほぼとどめてます。 

これは、衛星から見た岩手・宮城内陸地震の発

生直後の衛星画像になります 

緑に覆われた山地に大きな傷がついて、長く伸

びているのが、まさにこれが土石流なんですけれ

ども、宇宙からも見える大きな崩壊の傷跡が、栗

駒山を中心にくっきりと残っているといったこと
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が言えます。 

このスライドが荒砥沢地すべりになります。こ

れは明治以降、我が国で起きた最大の地すべりで、

７０００万㎥という途方もない規模が地震によっ

て動いたということになります。 

ちょうど私は、地震発生の翌日６月１５日に現

地に入ることができまして、この光景を目撃しま

したが、最初は何が起きてるかちょっと分からな

いような光景が広がって、衝撃を受けました。 

手前にあるのが道路で、そこから先が１５０ｍ、

ほんとうに断崖でまったくいっさいなくなってい

ると。 

この理由というのは、背後にある山が地すべり

で割ける形で、３００ｍ地震によって動いたため

ということになります。改めて地震は巨大な力で

あるということに圧倒されました。 

荒砥沢地すべりが出現したことで、地面の中の

今まで見えなかった脆弱な地質というのが出現し

ています。ここでは二層構造になっていて、ちょ

うど１５０ｍの滑落崖が見えるんですけれども、

上の方が溶結凝灰岩で、下の方が軽石凝灰岩とい

うことで、ちょっと難しい名前なんですけれども、

両方とも火山活動によって空を飛んで堆積したと

いうことで、非常にもともと柔らかい、そういっ

た地質になってます。 

荒砥沢地すべりの規模ですけれども、長さが１

３００ｍ、幅が９００ｍ。最大層厚が１５０ｍと

いうことで、本当に想像を絶するような規模にな

ります。「主要な移動土塊」というふうに、ちょ

っと読みづらいんですけれども、滑落崖からそこ

までの距離が３００ｍくらい地震によって動いた

という地すべりになってます。 

 調査の結果、荒砥沢地すべりは、今回初めてで

はなくて、昔動いた地すべりが再度動いたという

ことが分かりました。また、周辺には荒砥沢地す

べりを超える規模の地すべりがたくさんあって、

これはこれまでの学説を大きく変えるものでした。 

また、岩手・宮城内陸地震においては、たくさ

んの河道閉塞が発生しました。やはり、山地の河

川というのは山が地震で崩れたり、あるいは豪雨

で崩れると、ある程度規模が大きいと川をせき止

めて河道閉塞が起きる、といったことをまざまざ

とここの場所でも地震により実証されたというこ
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とになります。 

これは、栗原市の沼倉裏沢にある河道閉塞の箇

所になります。河道閉塞を起こしますと、写真の

通り背後にどんどん上流から水が流れてきて、水

がいっぱいになって流下するときに、非常に河道

閉塞を起こした土砂は崩れやすいということで、

一気に崩れて土石流化して氾濫を起こしやすいと。

こうした河道閉塞の現場が今回１５カ所も一気に

出現したということになります。 

もう一つ特徴的な出来事としては、ドゾウ沢で

の地震後、約１０分後に到達した土石流というの

があります。 

右の写真で見られるように、東栗駒山の山頂付

近に大規模な崩壊が発生して、４．８ｋｍをちょ

うど１０分くらいですから、時速に直すと３０ｋ

ｍくらい、地震と同時に土石流が発生して、駒の

湯温泉というところまでやってきたと。ここは地

震直後に、対岸にちょうど運が悪いことに地すべ

りが発生して、おそらく地すべりが発生しなけれ

ば大丈夫だと思うんですけれども、地すべりが地

震直後に発生したために、１５ｍくらい河道が上

がって河道閉塞を起こした形になりまして、駒ノ

湯に宿泊していた方などが、残念ながら７名犠牲

になったという、ある意味複合災害と言えると思

います。 

まとめますと、岩手・宮城内陸地震から学ぶこ

とということで４点ほど書いてますけれども、住

宅被害は少ないですけれども、極めて大規模な斜

面崩壊、地すべりが発生した地震災害であること。 

それから、流域の各所で河道閉塞が多数発生し

早急な対策が求められた。それからドゾウ沢では、

ある意味、複合災害が発生し、いたましい犠牲者

を出した。地震で大きなものはあまり動かないと

いう定説が覆されたり、さらに昔、たくさん大規

模災害の痕が見られ、今回のような地震というの

で、たくさん繰り返し土砂災害が発生していたと

いうことが分かりました。国、県、市町村の連携

した防災対策の必要性が打ち出されたというのが、

この地震の特徴ではないかというふうに思ってい

ます。 

【板橋】 

 ありがとうございました。 

千田さんはこの当時、栗原市の建設課長でいらし

たんですよね。ちょっと当時の状況をお話いただ

けますか。 

【千田】 

 当時私は、幸か不幸か建設課長という職で、災

害対策本部の一員ということで末席なんですが、

いろいろ災害対応にあたりました。 

全国の災害の防災関係者の皆さまの力で、総力戦

で乗り切ったという感じを受けております。自衛

隊の皆さん、警察、消防、自治体関係者のほんと

に協力なくしては、今日に至っていないというふ

うに感じております。改めて感謝を申し上げたい

というふうに思います。 

 市役所で感じた初動の対応を４点ほどご紹介い

たします。まず１点目は、先ほど井良沢先生から

もご紹介があった、駒ノ湯温泉等の人命救助の活
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動。それから２点目はですね、孤立集落からの住

民救助。山間の中の集落がいっぱい孤立になりま

した。それの救助活動、ヘリですね。それから３

点目はですね、道路上に崩落した土砂の撤去作業

と、啓開作業というんでしょうかね、そういう作

業。それから４点目は、河川の河道閉塞。先ほど

先生からは１５箇所というふうな大規模な、それ

らの対応が主なものでございました。 

 映像を見ていただいて、ご紹介したいと思いま

す。それでは、映像の方をお願い致します。 

【映像】「地震発生直後の栗原市役所の初動対応」 

（１分４０秒） 

 

【板橋】 

 ありがとうございます。いま最後にあった河道

閉塞、土砂ダムとも言いますけれど、この対応は、

大変難しかったんじゃないですか。 

【千田】 

 そうです。まったく私は、このような事象、河

道閉塞の、あるいは決壊とかそういうお話はまっ

たく分かりませんでした。そもそも山地の中の災

害、どこがやるか。国がやるのか県がやるのか、

市町村が担当するのか、災害対応のそれすら分か

りませんでした。 

【板橋】 

 結局どのような対応をなさったんですか。 

【千田】 

 そうですね。１週間くらい震災から経ちまして、

いろいろご相談申し上げながら国の方からですね、

災害対応しますということで回答いただきながら、

災害対応を、ほとんどすべて国の方にお願いした

ような状況になってございます。 

先ほどヘリの映像で水没する映像もございまし

た。あれらの土砂崩れによって、土砂災害によっ

てできた河道閉塞の対応、ほとんどすべて国のお

力で最終的にはやっていただきました。 

 そんな中で、ちょっといろんな困ったことをお

話していこうかなと思いますが、宜しいでしょう

か。 

【板橋】 

 どうぞ。 

【千田】 

 避難のお話の中で、先ほどもヘリ避難がありま

したが、避難の発令と解除について、簡単に困っ
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た話をお話したいかなと思います。避難の発令。

７月５日ということで、発災から２２日後ですね、

避難勧告の発令。それから解除につきましては、

翌年の５月２０日。約１０ヶ月後でございます。

かなりの長期間、住民の皆さんからは、端的に早

く帰れるというような感想というか、そういう話

もいただきました。最初から長期のことを想定し

て避難勧告の話をしたわけではなかったという事

情もございます。 

 そんな中で、困った話のもう１つが、１つ目が

住民の避難を考えたときに、これらの避難を考え

たときに危険の区域というのが、どこが危険な区

域かまったく分かりませんでした。先ほどのいろ

んな話の中でハザードマップの話がありましたが、

当時栗原市でもハザードマップは整備してはあり

ますが、まったくハザードマップが使えない状態

の中で、どこが危険な区域か分からず、ほんとに

困りました。 

最終的に避難を想定している地区は、４カ所の

大規模な河道閉塞、１０ｋｍ以上にわたって４カ

所連続してます。そのような事象の大規模な河道

閉塞の決壊。とても、なかなか危険区域が把握で

きませんでした。もしかしたら、ドミノ倒しのよ

うに連続的に土石流が押し寄せるのかなどと、変

な想像などもしてました。 

 もう１つ困ったところは、避難の発令、基準、

あるいは条件と申しますか、普通ですと例えば雨

が降れば雨量によって避難発令解除という流れな

んですが、こういう大規模な河道閉塞の場合、ど

ういう判断で避難を発令するのか、それがまった

く考え方が分からなかった。それで、これも国の

方にご相談しながら、災害対策本部の中で協議し

ながら、最終的には雨量で判断して発令したとい

う流れになっております。 

 そんな状況で、大きくは２つほど危険区域、あ

るいは判断基準、避難の中での困ったお話がござ

います。最終的に解除は、春の雪解けを待ってで

すね、総合的な河道閉塞の安全を確認して解除と

いうふうな流れに繋がってございます。その際、

住民に対しまして情報伝達訓練と避難訓練を３回

ほど実施しております。 

 地震後の訓練ということで、住民の皆さんはほ

んとに積極的に危機意識高く参加されたというふ

うに聞いております。山津波、水鉄砲とかで、そ

ういうような記憶をされている住民の方もいて、

ほんとに積極的に。 

 いろんな話をしましたけど、私は市町村職員と

しては、ほんとに非力であったというふうに感じ

て、いまは反省致しておりますが、１７年前のこ

とでもございます。分からないことだらけの当時

の振り返りでございます。 

まとめではないんですが、危険エリアの特定と、

やっぱり避難発令の条件判断、そのへんが本当に

難しいところでもありました。困った困ったの話

で大変恐縮いたしますが、部長さんもおりますの

で、いろんなコメントをいただければというふう

に思っております。以上です。 

【板橋】 

 それにしても、避難の解除が１０ヶ月後という、

長期にわたって住民の皆さんは危機意識をキープ

できますかね、１０ヶ月も、そこがね。 

【千田】 

 そうですね。 

全部がすべてではないんですが、多くの住民は、

いわゆる道路も被災しているので、避難すると戻

れないように、途中で幹線道路はゲートで閉鎖し

て半強制的な対応をした住民もおります。様々で

すね。その分仮設とか、いろんな住民対応をした

というような流れで、非常に大変な住民の避難の

状況でありました。 

【板橋】 

 そうでしたね。 

齋藤さん、県としてはどのような対応をなさっ

たんですか。 
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【齋藤】 

 ちょっとその前に、少し喉の調子が悪いので、

お聞き苦しいこともあろうかと思いますが、ご了

承いただきたいと思います。 

県といたしましてはですね、岩手・宮城内陸地

震の発生後は、山間部の大規模な斜面の崩落への

対応のみだけではなくて、先ほど話がありました

が、道路においても土砂崩れがたくさん発生し、

至るところで通行止めになったことから、例えば

緊急車両ですとか工事車両等の交通確保のための

応急的な工事、それから、県が所管する施設です

ね、道路、トンネル、橋梁、河川、砂防などの被

災庁舎に加えまして、栗原市の災害対策本部との

情報共有ですとか、連携を担っておりました。 

 

 

また、地震により崩壊した箇所ですとか、さら

に家屋の裏の斜面とかで地震によって緩んでると

ころもございましたので、その後の余震とか大雨

で崩壊してしまう危険性があったものですから、

そういった箇所を国、市、それから他県からの支

援に来ていただきました職員の方々、更には砂防

ボランティア協会の皆さんの協力をいただきまし

て、そういった危険箇所の緊急点検を行いました。 

 その点検結果、危険度が高いと判断された箇所

につきましては、地域の住民の方々ですとか、市

の方にその結果を説明しまして、恒久的な対策が、

当面の間大雨による土砂災害警戒情報などが発表

されると同時にですね、避難が行われるように支

援いたしました。 

 先ほどから画像、映像の方で河道閉塞箇所が映

っておりましたけれども、そのへんの対応としま

しては、国と連携しまして、迫川（はさまがわ）、

および三迫川の両流域で国と分担しながら、砂防

施設の災害復旧事業を進めました。 

【板橋】 

 ありがとうございます。 

草野さん、国としてはどのような対応をなさっ

たんでしょうか。 

【草野】 

この岩手・宮城内陸地震のときの国の対応なん

ですけれども、大きくですね、岩手・宮城内陸地

震に限りませんが、現場で物を作ったり水を抜い

たりする、物を作ったりといっても固いものを作

るという意味でハード対策というものと、もう１

つ危険なところを示して逃げていただくというソ

フト対策ですね、情報をお示しするソフト対策と

大きく２つあるんですけれども、この岩手・宮城

内陸地震のときは、ハード対策はある程度スムー

パネリスト 齋藤 秀一 
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ズにいったと思うんですけれども、ソフトの方は

まだ十分できてなかったというのが、先に結論を

言ってしまえば、そういうことかと思います。 

 いま映ってるのが、全部で約３５００の斜面崩

壊があって、この内１５カ所で河道の閉塞が起こ

っております。 

次、お願いします。 

スムーズにいったハード対策の方がこちらです

けれども、発災が６月１４日で、７月９日までの

時系列を文字で書いているのですが、これは何を

表してるかといいますと、この１ヶ月弱の間で、

本来であれば岩手県さんとか宮城県さんが対応す

るところなんですけれども、非常に規模が大きく

て難しいので国がやります。国がやるのを直轄事

業とかいう言い方をするんですが、それをこの１

ヶ月弱くらいで岩手県内が２地区、宮城県内が６

地区で合わせて８地区着手してると。これは、か

なり短期間で当時できたと思います。 

 それと、実際に工事に入ったのは、ここにあり

ますけど、発災直後の３日後には、この市野々原

とかの３つの地区では現場に入ってるということ

で、現場で早いところでは、３日後に現場に入っ

てるという、このくらいのスピード感で現場対応

が進んだと。   

次、お願いします。 

実際に何をやったかという事なんですけれども、

水が溜ったところのこのへんですね、また雨が降

ったときに水位が上がって決壊しないように水を

抜く仮排水路と、こういうのを作ってます。これ

も、これは岩手県の市野々原の事例ですけれども、

６月１７日に着工して、７月５日はできあがって

ると。これはかなりスピードとしては早かったと

思います。 

次、お願いします。 

これは、作ったものはああいうものを作ってる

んですが、どうやって作ったかというと、当時な

かなか頑張ってまして、こちらの方、まず道路が

壊れてしまってますので、重機を現場に運ぶとい

っても普通に車で運べないので、ヘリコプターで、

機械を分解して現場に降ろしたりとか、土砂が上

から落ちてくるようなところで、人が乗ったまま

操縦すると危ないですから、無人化施工というの

ですが、オペレーターさんは安全な遠いところに

いて、機械だけリモコンで操作するということも

やってます。 

 あとこれですね、水を排水するんですけれども、

ちょっと小さいんですが、当時としてはかなり軽

量でコンパクト、だけど能力の高いポンプなんで

すね、これを水の中にボンと入れると、そこから

パイプが続いていて水を排水できるんですが、そ
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ういう軽量で能力の高いポンプを使ったり、あと

これはですね、土砂のたまったダムの水位を測る

のに、空からボーンと投げ入れて、この間の距離

を電波で知らせてくると、そういうような機械も

導入して、かなり短期間で当時としての最新の技

術を使って対応しました。河道閉塞とか土砂ダム

というのは、いちおう専門的には河道閉塞と呼ん

でいます。河道閉塞対策をしたと。ハード的には、

かなりいろんなことがスムーズにできたと思うん

ですが、 

次、お願いします。 

当時、あまりスムーズにできなかったのが、先

ほど千田さんからもお話があった、どの範囲が危

険で、避難勧告に繋げるための情報提供ですね、

ソフト対策の話なんですけど、当時まだ、これが

ちゃんと制度化されておりませんで、この岩手・

宮城内陸地震の災害を契機にして、平成２９年に

ですね、もともと土砂災害防止法という、河道閉

塞とかの大きな災害ではなくて、普通の土石流と

か崖崩れの対策のための危険な場所を示す、逃げ

るタイミングを示す法律があるんですけど、それ

を改正して、この河道閉塞とかの大規模な土砂災

害の場合でも、どの範囲が危険か、というのを国

がちゃんと調査して示すと、そういうルールとい

うか法律を作りました。 

次、お願いします。 

これが、イメージ図です。あとでまた写真が出

てきますけれども、地震が起こって斜面が崩れて、

ここに河道閉塞ができましたという場合に、国土

交通省がちゃんと調査をしますということなんで

す。 

次、お願いします。 

実際にやるのは、ヘリコプター等で空から河道

閉塞の高さがどのくらいあるかですとか、溜って

る水の深さが、さっきの水位計ですけれども、そ

ういうもので測るとか、こういうことをやります。 

次、お願いします。 

それで、ちょっと絵が小さくて申し訳ないんで

すが、実際に出す情報はこういうものを出します。

ここにちょっと説明文があります。仮にここで河

道閉塞が崩壊したら、この範囲まで危ないですよ

と、そういう情報を出すというのが、平成２２年

の法律改正で決まりまして。 
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次、お願いします。 

これは実際に、平成２３年の９月に紀伊半島の

大水害というのがあったんですが、そのときに先

ほどの法律に基づいて出した情報です。説明文が

あって、こちらですね。ここにあった河道閉塞が

仮に崩壊すると、ここまで危険ですよという情報

を出します。 

これは、岩手・宮城内陸地震のときは、先ほど

千田さんからお話があった、発災してから危ない

範囲が分かったのが２２日後だったと。凄く時間

がかかってます。当時まだちゃんとした仕組みも

技術も未熟だったものですから、平成２３年のと

きですね。９月４日に大きな雨が降って、この情

報は９月８日に出してますので、４日後に出せて

るということで、かなりスピードは速くなれたか

なと思います。 

次、お願いします。 

これは紀伊半島で１７カ所ですね、河道閉塞が

できたところです。 

次、お願いします。 

緊急調査のイラストがあったところの繰り返し

ですけれども、その情報を作るために衛星のデー

タとかヘリコプターだとか、近づけるのなら技術

者が近づくとかですね、先ほどの被災想定を作り

まして、そのあと監視カメラなんかも付けて、水

面の状況がどうなってるかとかいうことを把握し

たり、これが先ほどの水位計ですね。空から投げ

入れてというやつですけど、こういう情報を、き

ちんとなかなか専門的な部分もあって理解してい

ただくのが難しいところもありますので、こうい

う河道閉塞対策協議会というものを作って、関係

した国ももちろんですが、県、市町村の方に集ま

っていただいて、こういうものがありますよと、

こういうふうに使っていただけますよということ

を、平成２３年の台風のときからはできるように

なっております。以上です。 

 

 

【板橋】 

今ですとドローンも相当発達してますので、ハ

ード面でも対応というのは、かなりスピードアッ

プしそうですよね。 

コメンテーター 草野 愼一 
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【草野】 

 これが平成２３年なんですが、昨年の能登半島

のときは、まさに衛星があって、ヘリコプターの

次くらいですね、ここはドローンですね。 

【板橋】 

 ですよね。 

【草野】 

 ドローンでやって、それで人が近づくのが危な

いので、またドローンでいって安全性が確認でき

れば人間が近づくと、最近はそのような形になっ

ております。 

【板橋】 

 いずれにしても、地震による河道閉塞を契機に、

土砂災害防止法も改正されたということなんです

ね、分かりました。ここまでは平成２０年の岩

手・宮城内陸地震についてお話を伺ってきました

が、ここからは令和元年の東日本台風についてお

話を進めてまいります。 

まず井良沢先生から、どのような土砂災害が発

生したのかを教えてください。 

【井良沢】 

 先ほど保科丸森町長の特別講演からお話があり

ました、令和元年東日本台風による土砂災害を振

り返ってみたいと思います。 

一言で言うと、名前の通り東日本を襲った巨大

台風ということが言えます。 

これは衛星画像ですけれども、ほんとうに台風

の影響範囲というのは、日本列島をすっぽり覆い

尽くすというくらいの巨大なものになりました。 

台風全体では、死者１０５名、行方不明者３名、

負傷者３７５名にも及んでいます。台風の規模と

しては、これは１９５８年狩野川台風以来の、実

に６７年ぶりに東日本を襲った大型台風というこ

とができます。逆に言えば、６０年以上これほど

規模の大きい巨大台風は、幸運にも東日本を襲わ

なかったということが言えると思います。 

それから、令和元年東日本台風が、どうしてこ

れだけ被害を大きくしたかということなんですけ

れども、すいません、東北地方に上陸しなかった

と書いてますけど、正確に言うと福島県は上陸し

て、福島県から宮城県に移るときに海に出たんで

すけど、普通は日本列島を上陸して宮城県あたり

に来るとだいぶ弱って、あまりたいした影響がな
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いんじゃないかと思われがちですが、これは宮城

県側で海に出ても、もの凄く強い雨を丸森町とか

宮城県全体にもたらしたといった台風になります。 

その原因はどうしてかというと、海面の水温が

高かったということと、やはり阿武隈山地、丸森

町には阿武隈山地が海から急に高くなってますの

で、そういう海水温の影響と地形の影響というこ

とが気象庁で分析をされてます。海に近くて、阿

武隈山地のようにすぐ近くに山があるといったと

ころに、台風が海から膨大な水蒸気を山にぶつけ

るようにもたらしたました。そのときに上昇流が

発生して、地形性降雨というんですけれども、地

形によって高くなると、より水蒸気をたくさん含

んで、その結果、またもの凄くたくさんの雨をも

たらすといったことが、特に丸森町で降雨量が大

きかった原因ではないかなというふうに考えてい

ます。 

ともかく全国で土砂災害に限りますと、９６２

件、この台風で発生したんですけれども、宮城県

で２９４件。その大部分が丸森町で発生したとい

うことになります。まさに観測史上１位の雨が丸

森町を襲ったと。丸森町では３河川で膨大な雨で

あちこちが崩れて、１００万㎥以上といわれる崩

壊土砂が発生し、土砂・洪水氾濫が発生をしてい

ます。 

私も現地調査を何回かする機会があったんです

けれども、特に右の上の写真ですが、これは五福

谷川の写真ですけれども、ほんとに大きな礫とい

うよりは、砂の海みたいな形で、真っ平らで砂が

たくさん膨大に溜ってると。この砂というのは、

上流の流域から花崗岩が風化した真砂土から由来

する、膨大な土砂であるといったことが言えます。 

土砂・洪水氾濫ですけれども、この災害はハザ

ードマップがない、これは先ほどの河道閉塞につ

いてもまったく同様ですけれども、土砂・洪水氾

濫はハザードマップ上の記載のない、非常に恐ろ

しい土砂による災害になります。 

これは、平成２３年に新潟・福島豪雨災害で、

十日町市で発生した土砂・洪水氾濫なんですけれ

ども、ちょうど右の方が川で、川を少し見ますと

土砂でいっぱいで、奥の方に橋がありますけれど

も、流木もつかえてます。 

おそらく大量の土砂と流木が流れて、川がまっ

たく塞がれてしまって、その結果、水が道路の方

に押し出していると、要するに川が川でなくなっ

てしまう、非常に危険な現象が土砂・洪水氾濫で

あるということが言えると思います。 

これが先ほどのＮＨＫ解説主幹の松本さんとご

一緒に調査した、丸森町廻倉で、ここでは、谷地

形が明瞭でないところで土石流が発生しました。 
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そこの写真になります。非常に花崗岩に由来す

るコアストーンが多いという特徴があります。 

少し見づらいんですけど、右下の方は、これは

廻倉ではなく別の箇所ですけれども、国土交通省

宮城南部復興事務所の方で調査をした結果なんで

すけれども、丸森町は、過去に今回の土石流以外

にも、何回も何回も繰り返し土石流が起こってる

ということが分かりました。 

それで、住民の警戒避難はどうだったかという

ことですが、課題が残ったという表現になるとい

うふうに思います。 

丸森町に限りますと、避難状況は事前避難した

割合が７％。危険を感じてから避難をした割合が

９％。全体で１６％の人が避難されたんですけれ

ども、８割強の方は避難しなかったといった結果

になります。 

避難された方々への住民インタビューでも、今

回の災害を通して洪水の他に土砂災害も発生する

ということを、初めて知って驚いたと。今まで洪

水と土砂災害を混同していたと。今まで洪水とい

うリスクは分かっていたけれども、土砂災害への

警戒避難意識などがまったくなかった、という住

民の方が多くいらっしゃいました。 

まとめになります。令和元年東日本台風は近年

の東北で発生した最大級の豪雨による土砂災害で

す。東北地方で最大級の土砂・洪水氾濫が発生し

ました。実は、東北地方は２０１９年の丸森で発

生した３つの土砂・洪水氾濫以外に、その後２０

２０年に山形県飯豊町、２０２４年に同じく山形

県の酒田市で、直近６年で３回も東北地方で土

砂・洪水氾濫が発生してます。それから、課題が

残る住民の警戒避難といった３点が挙げられると

思います。 

以上です。 

【板橋】 

 ありがとうございます。 

まさに年間総雨量の半分の雨量が、たった１日

で降ってしまうというもの凄い雨だったんですが、

宍戸さん、当時の状況、また避難についてもお話

いただいて宜しいですか。 

【宍戸】 

 いま井良沢先生から説明があったような状況の

中で、夜間ですね、避難をした、その当時の様子

をお話したいと思います。 
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まずこの写真ですが、私の家から５００ｍほど

上流、左が五福谷川、右上が内川です。に挟まれ

た平坦な主流の下流域になります。土砂の流れが

見てとれると思います。気象庁の発表では、昭和

３３年の狩野川台風に匹敵する大雨の恐れがあり、

コースも同じだと。この発表に私は危険意識が上

がりました。 

１０月１２日、朝からテレビをつけて、パソコ

ンを開いて上流の雨量などを見ていました。自主

防災会の副会長として、会長と地区住民へ電話で

注意喚起をし、一部の人には足を運んで、携帯電

話の番号を聞き取ったりしていました。夕方から

雨脚が強くなり午後４時、それまで１時間で３３

ｍｍの雨量、累計１４０ｍｍでした。５時まで４

４．５ｍｍに増え、６時まで５４．５ｍｍ。そし

て、７時までさらに６６．５ｍｍの雨が降り、こ

の数値が強く胸を打って避難を決断しました。こ

の堤防は大丈夫だと思っていたんですね。この数

値で堤防は怪しいと。暗い中、高齢者２人を含む

家族６人が車に分乗しての緊急避難でした。 

もともと避難所の少ない地域であり、実はこの

段階で、行き先が決まらず家を出たんです。自宅

を嵩上げしてる知人と偶然会って、夜を明かしま

した。この時間からすぐ、夜中の１１時過ぎには

地域全体が湖と化してました。あっという間の出

来事です。 

翌日午後帰りましたら、玄関先は浸水２ｍ５０

を超してました。周囲では、１８カ所の堤防が決

壊。家の裏手の堤防は７０ｍほどにわたる決壊で、

押堀（おっぽり）という土木用語ですが、決壊に

よる大きな滝壺ができていました。あとで写真を

見ていただきます。日中であれば、とても恐ろし

い光景でした。 

７１０年に１度とも言える大雨の経験をしまし

た。周囲が見えないことからの不安と危険が大き

いこと、ギリギリの避難だったと思います。 

そんなことをしていて、緊急避難はまずい、

「予測避難」だという言葉が浮かんだんですが、

皆さま、避難については命に関わります。それぞ

れに避難のタイミングが違います。 

ということで、しっかりと自分の避難タイミン

グを考えて、マイタイムラインに生かしておいて

ほしいと思います。 

それではちょっと画像を、夜の出来事なのであ

まりないので、６枚だけ見ていただきます。 

土石流、これは上から撮った部分です。先ほど

の先生の話で、コアストーンが土砂と一緒に流れ

パネリスト 宍戸 克美 
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下ってます。 

これはまた違うところなんですが、ここは２～

３ｍもあるコアストーンがですね、報告では１０

０ｍを１０秒で流れ下ってると。逃げられないで

すね、実は犠牲者が出てしまっております。 

川の中流域の家です。流れの強いところは流木

が、とんでもない勢いで流れて家に突き刺さって

ます。 

近くの状況ですが、１０ｍを超した流木が大量

に流れました。 

平坦地です。実はこれ、我が家の裏です。翌日

２階から撮った光景なんですが、最大浸水では、

このビニールハウスは超えていました。で、右上。

堤防が決壊しているんですね。見えますかね、あ

そこは７０ｍほど決壊しておりまして、水が引い

たときに見たら、先ほど言った押堀（おっぽり）

ができていました。 

この押堀というのは４０ｍくらいの直径があり

まして、土木業者の話では、「１０ｍくらい深か

ったな」と言ってました。 

一番目の映像の地域ですね。２つの川が氾濫し

て、あの地域に水がいっぱい流れ込んだ。合流す

るために三角形に狭まっていく、よって増水は五

福谷川を超えてですね、堤防を越えてあの地区か

らここに落ち込んだと、滝のようになったんです

ね。それでできた、要は水の力の凄さをまざまざ

と感じました。このようなことになってるとはま

ったく知らないで、緊急避難をした状況です。以

上でございます。 

【板橋】 

 わかりました。そうすると、ここからの教訓と

しては、先ほども少しおっしゃいましたが、「予

測避難」。予め避難を想定するというんでしょう

か、予測の上避難をするということが教訓でしょ

うか。 

【宍戸】 

 はい。ほんとに早い「予測避難」が必要ですね。

あとは立ち退き避難とか予防的避難と言われます

が、やはり皆さんそれぞれにおいて、十分なそう

いう時間を取っていただきたいと思います。 

それで、夜間の避難から感じたこと、また地域

での話なんですが、土砂災害は、ほんとにみんな

が言ってました、突然なんだと。「起こったら逃

げられないぞ」という声が出てました。夜の土砂
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災害に周囲では気づいていないんですね。大雨の

被害は地形と地質によって複雑に発生しておりま

す。この災害によって、花崗岩と真砂土のことが

言われまして、初めて知りました。 

このようなことから、地域ではハザードマップ

をもうちょっと広い範囲で理解したいなというこ

とで、ハザードマップの理解を広めようと。そこ

だけじゃないですね。 

もう１つは、地上のことに対して空のこと、や

っぱり気象情報を有効にもっと知りたいなという

話が出てます。こういうことを広めるために、自

主防災組織の充実を考え、振り返りの会を開催し

ました。 

そこで、洪水や氾濫は広い流域で発生したと。

１つの行政区で対応するよりも、４つの行政区で

協力してしようということで、「流域防災」とい

うキーワードを作って自主防災活動を進めるとい

うことにしております。 

いまの映像なんですが、その流域防災的発想で、

ハザードマップを流域防災バージョンで作ったん

です。４つの行政区を色分けして、オレンジ、緑、

青、ピンクとご覧いただけますか。そのような位

置関係だったり、その括りってなかなか分からな

いですよね、こうしないと。あとは、山とこの地

域の関係なんかは理解できるということで、雨の

集水状況なんかも理解できるということで、これ

を作って毎戸配布までできませんので、４つの行

政区の各集会所に掲示をして、この意味合いを共

有してるという状況です。以上です。 

【板橋】 

 なるほど、ありがとうございます。 

２つの災害を、まさにご自身で体験なさった体

験談をお話いただきましたが、多賀城高等学校の

３人は、お聞きになってどんな感想を持ちました

か。 

後藤くん、どうですか。 

【後藤】 

 さっき夜間避難などの話があったと思うんです

けど、夜間は特にだと思うんですけど、情報が出

ていても、それを住民が受け取ってもらえないと

か、そういうのがあるなと感じました。 

 

 

住民の受け取り方だったり、そういうのを踏ま

えてどのように発信していくかというのを、もう

少し考えていくのが大切かなと僕は感じました。 

【板橋】 

 なるほど、情報の発信の仕方。 

耳塚君はどうですか。 

【耳塚】 

 河道閉塞では、そのときの状況に応じた行動で

あったり判断が大事なのかなと思いました。 

また、河道閉塞は頻繁に起こる災害ではないか

らこそ、い世代への伝承が重要なのかなと感じま

した。 

【板橋】 

 素晴らしい。 

パネリスト 後藤 敏仁（多賀城高等学校） 
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森合さんはどうですか。 

【森合】 

 はい。 

 

 

いまお話にあったように、避難対策を考えるた

めには、ハザードマップの理解が必要だというこ

とだったんですけど、河道閉塞だったり地震だっ

たり複合災害になった際に、通常のハザードマッ

プが使えなくなる場合があるんじゃないかなと思

ったので、その場合にどう対策していくか、とい

うことまで考えなければいけないかなと思いまし

た。 

【板橋】 

 後半のお話にも関わってくるんですが、草野さ

ん、いかがですか、ここまでお聞きになって。 

 

【草野】 

宍戸さんからの「予測避難」のお話や、多賀城

高等学校の生徒さんから、若い世代の伝承とかハ

ザードマップの話がありましたけれども、行政の

方が危険な場所を示して、逃げるタイミングのた

めの情報等をいろいろ提供したとしても、最後に

逃げられるのは住民の方が逃げられるわけで、だ

から、いろいろな情報があるのを、先ほども生徒

さんが住民の方の受け取り方とおっしゃってたと

思うんですけれども、住民の方の普段からの理解

というか、簡単に言うと防災教育とか防災学習と

か、ということを合わせてやっておくことが必要

かなと。 

 今日、実はちょっと別の会場で砂防ボランティ

アさんの総会というのがあって、私も参加させて

もらったんですけど、砂防ボランティアさんとい

うのは、都道府県の砂防関係の仕事をされていた

方のＯＢさんですとか、国交省のＯＢさんとか、

そういう方々が作られてる組織なんですが、出前

講座という名前で小学校とか中学校とかに行かれ

て、普通の授業では教えないような、ハザードマ

ップの見方がどうだとか、模型実験をして土石流

が来たらこういうふうに危ないよとか、そういう

ことを凄く支援いただいてるんですけども。やは

り最後、逃げる方の住民の方の情報への理解とい

うのを高めておくのが、先ほどの「予測避難」で

あるとか、若い世代の伝承はまさに防災教育だと

思いますので、そこの部分も合わせた底上げが大

事なのかなと思って聞いておりました。 

パネリスト 耳塚 千紘（多賀城高等学校） 

パネリスト 森合 ことり（多賀城高等学校） 
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【板橋】 

 そうですね、ありがとうございます。 

では、ここからはまさに複合災害をテーマにお

話を進めていきたいと思うんですが、井良沢先生、

先ほど松本さんからも、初めて複合災害の定義が

国の検討委員会から出されたというお話がありま

したけど、改めて複合災害とはというところから、

少しお話いただけますか。 

【井良沢】 

 先ほど基調講演で松本解説主幹が述べられてい

ましたように、ほんとうにこれからは、連鎖する

災害にどう立ち向かうかということを、真剣にな

って考えなければいけない時期に差し掛かってい

るのかなと、私自身も痛感しました。 

これはちょうど私自身がセスナ機に乗って、昨

年の１月に起きた能登半島地震の、ちょうど輪島

市上空から珠洲市方面を撮ったものなんですけれ

ども、ほとんどすべての土砂災害、土石流あり地

すべりあり、ちょっと見にくいんですけど右下の

方には河道閉塞もできてます。そこを９ヶ月後に、

まさに線状降水帯による大雨が、ほんとうに同じ

地域を襲ったということで、また大きな災害が連

続して起きたと。まさにこのような複合災害とい

うものに、これから本当に備えておく必要がある

のかなというふうに思っています。 

定義については、先ほど松本解説主幹がおっし

ゃられた通りで、このへんは少し割愛をさせてい

ただきたいと思います。大事なのは、様々なシナ

リオを地域ごとに、それぞれ地形、地質、土質と

かいろんな社会的条件もありますので、地域ごと

に違ってます。それぞれ地域ごとに脆弱性やリス

クを改めて洗い出して考えていくと。これが大事

なのかなというふうに思います。 

過去の事例についても、これも松本先生の意見

とまったく一緒のことですので、これもちょっと

割愛させていただいて、先ほど述べた通りになり

ます。 

それで、やはり私も行政にいたこともありまし

て、いままで複合災害というのを、あまり真剣に

考えてこなかったきらいもあって、今からもう一

回振り返ると、過去の災害でも複合災害らしいと

いうのは、けっこうあるのかなというふうに個人
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的には考えてます。今まで一緒くたにしていた災

害、災害のパーツとパーツを、もう少し厳密に時

間差をつけたりして分析をしてみるということで、

今後どういうふうにより事前に対策をしていくか

ということに繋がるのかなと思います。 

そういうことが必要だということと、あとは、

今まで出ている平成２０年岩手・宮城内陸地震後

の気象面。それから、２０１９年東日本台風のと

きの気象面というのを複合災害の観点から見てみ

た図なんですけど、両方とも気象からの面では、

良かったのかなということが言えると思います。 

例えば、岩手・宮城内陸地震後の気象面という

のは、ちょうど左側の下の図ですけど、地震が起

きてからは、ほぼ降雨がない。だいたい梅雨の期

間なんですけれども、降雨が全然ない期間がずっ

と続いたと。 

あと栗駒山は、けっこう凄い雪の量がある山な

んですけれども、地震の発生が６月１４日という

こともあって、融雪の影響も少なかったといった

ことも挙げられるのかなと思います。また、東日

本台風は、発生時期が１０月１２、１３日という

こともありまして、その後１１月とか１２月とい

うのは、わりと降雨が少ない時期に入ったという

ことが言えるのかなと思います。仮に、これがも

う少し違った時期であれば、もう少し被害が拡大

して複合災害的なものが、ひょっとして起きてい

た可能性もあるといったことが言えるのかなと思

います。 

宍戸さんの提唱された「予測避難」という言葉、

大変素晴らしいというふうに私も聞いていました。

今後複合災害が起こる可能性も予測し、避難行動

をすることができたらなというふうに考えていま

す。以上です。 

【板橋】 

 ありがとうございます。 

そういう意味では、２つの災害から、時を経て

昨年能登で複合災害がまさに発生してしまったわ

けですが、このときの国の対応を、改めて草野さ

んからお話いただけますか。 

【草野】 

 はい。 

いま映ってますのは、これは昨年の元旦に大き

な地震がありまして、それでまず、先ほども災害

対応でハードとソフト、施設対策と情報提供があ

りますというお話をしましたけど、これはまずソ

フトの方ですね。 

地震があってすぐに、これはかなり情報的には

粗いというか、緊急的にやってるので、精度はそ

れほど高くはないんですけれども、先ほどの河道

閉塞ができて、危険な地域をお知らせすると。 

実はこのときは、細かく言いますと、できた河

道閉塞の高さがそれほど高くなかったので、本当

は、先ほどの法改正を行った条件に当てはまって

いなかったんですけれども、石川県さんの方から

も心配だというお声もあって、国の方でやりまし

ょうということで、とりあえずこういうのをすぐ

出しまして、 
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次、お願いします。 

これは、もうちょっと時間が経ってから、これ

は先ほど松本主幹さんの情報と同じ事例で恐縮な

んですけど、もう少し精度が高い判断シミュレー

ションというのをやって、いろいろ色がついてる

ところですね。こちらの方は危ないですよという

情報を出しまして。赤いラインは、これは実際に

９月にシミュレーションを行ったら、本当に雨が

降ったわけですね、９月に。それで、実際に降っ

たものと予測したものとを比較してて、一部ちょ

っとズレてるところもありますが、わりと精度が

高くなってきてるということで、ソフトに関する

先ほどの、１つ前に戻ってもらっていいですか。

これですね、これはすぐに情報を出してます。 

次お願いします。 

こちらの方は、だいぶ精度が上がってきてる。先

ほど松本主幹のお話にもあったと思いますけど、

この精度の高い情報をどれだけ伝えきれたか、利

用できたかというところは、まだちょっとやはり、

特にこういう複合災害だと、普段からの単発の土

石流とか崖くずれだと、ある程度情報伝達のルー

ルですね、それこそラジオ局さんにもご協力いた

だいて伝わるような仕組みがあると思うんですけ

ど、複合災害になってくると、その情報の伝え方

の部分がまだ十分できてないのかなというところ

は感じています。 

次、お願いします。 

 あと、最後はハードの話ですね。これは、岩

手・宮城内陸地震のときに行った仮設の排水路で

すね。ここが崩壊してここに天然のダム河道閉塞

ができて、この水を抜く仮排水路ですね。 

これは令和６年の１月１日に地震があって、５

月の末にはできてましたので、いまの６月の出水

期に入る前にはこれが作られていて、９月の大雨

のときに、この施設でちゃんと水が流れてですね、

ここの一ノ瀬という地区は特に問題がなかったん

ですけど、他の町野川というもうちょっと東のと

ころでは、なかなかこの仮排水路が作れなかった

ので、下流に大きなブロックを積み上げた砂防堰

堤をつくって、それが土砂を止めるというものを

作ってたんですが、そちらは９月の豪雨で、河道

閉塞していたところが決壊して、流れ出た土石流

で一部破損してしまったりしてまして。複合災害

でハードのスピードはだいぶ速くなってると思う

んですけど、先ほどの被災を受けたブロック堰堤

も５月の末には作ってましたので、スピードの方

はかなり上がってきてると思うんですが、豪雨に

対してどこまでそういう緊急的な機能が発揮でき

るかというのは、うまくいった例もあれば、壊れ

てしまった例もありまして。これからまだ５年く

らいかかる見込みなんですけど、本格的なハード

対策の復旧というのを実施している途中です。以

上です。 

【板橋】 

 なるほど、ありがとうございます。千田さん、

１７年も岩手・宮城内陸地震から経ちまして、こ

の１７年間にいまお話があったように、ハード面

でもソフト面でも随分進化してるという気がする
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んですが。 

【千田】 

 そうですね、素晴らしい進化ですね。いまの部

長さんのお話を聞きますと、まったく違うなとい

う印象を持っています。ちょっと宜しいですか。 

【板橋】 

 どうぞ。 

【千田】 

 私、市町村職員の立場という部分で、先ほど避

難の話の中でいろいろお話したお話と、ちょっと

同じ重複することにはなるかもしれませんが、避

難の中で避難計画を誰が作るかということかと思

います。当然、市町村が住民の最前線ですので、

避難計画を作る立場ではあるんですが、複合災害、

なかなか難しいメカニズムです。 

これを本当に市町村で作れますか、皆さん。私

は、やっぱり国、県、市町村、住民一体となった

体制づくりが必要じゃないかなというふうに思い

ます。ラグビーのような競技に例えれば、スクラ

ムを組んでワンチームで戦うような一体感があれ

ば、私も平成２０年の災害で経験した対応の経験

から、こういう体制づくりが、やっぱり最初に避

難計画を迅速にいかに作りきれるかによって、だ

いぶ後の復興に影響があるのかなというふうに思

ってます。 

 それからもう一点だけですね、ちょっと脱線し

た話と申しますか、先ほどからいろいろ住民避難、

あるいは行動の話とか宍戸さんの話とか、多賀城

高等学校の皆さんのコメントとかをお聞きしなが

ら、やはり私流の表現で「危ない」の危機意識を

もっと高めるのが必要じゃないかなというふうに

感じております。 

避難するとき、「危ない」というのが１つの声

かけかなというふうに私流で思っているんですが、

「危ない」とはですね、皆さんご存知のように、

命が危ないという意味です。日常生活の中でも危

ないはいっぱいあるんですけれども、転んでみた

り、車が来たり、いろんな生活の中でもあります

が、やっぱり防災の中で複合災害とかですね、河

道閉塞、あるいは決壊という言葉を聞いたら「危

ない」というふうに頭の中で意識がないと避難に

繋がらない、身体が動かない、頭も動かないんじ

ゃないかなというふうに。私は年で、頭も動かな

い最近ではございます。そういう状況の中、やっ

ぱり改めて日中の避難の発令とかですね、夜間の

訓練も合わせて必要かなというふうに、ちょっと

感じました。 

 それからもう一点、ちょっと脱線の話になりま

すが、ジオパークの切り口からちょっとお話しま

す。 

土砂災害の現場、皆さんなかなかイメージでき

ないと思いますが、どうですか。実はですね、ス

クリーン、次の次くらいに出してもらえますか、

映像。ここの会場、仙台サンプラザホールの大ホ

ールですね。実は、土砂災害の現場とそっくりで

す。 

【板橋】 

 どういうことですか。 
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【千田】 

 皆さん、１階、２階、３階。これはまさしくで

すね、このスクリーンの崩落した崖とそっくりで

す。皆さんは、ゴロゴロの岩と同じかな。そんな

感じで私の妄想です。ちょっとキチガイじみてる

かもしれませんがね、皆さん真面目に聞いてらっ

しゃるので、笑いがないので困っちゃったね。ホ

ールの臨場感、高さは、実際のここは最大級の岩

手宮城の内陸地震の最大級です、崩落現場ね。高

さはこれ以上、この何倍もありますし、堰き止め

の長さも、実に堰き止められる長さは１０００ｍ

ほどというふうに言われてます。 

ここの会場、仮に１００ｍもないんですが、も

の凄いでかさです。そういう切迫感をこの会場で

私は感じました、危ないと。私だけが危ないんで

しょうかね。皆さんも危ないんですよ。そういう

切迫感をですね、私は今日のパネルディスカッシ

ョンで表現してみましたが、皆さまもお友達とか、

あるいは家族、住民のためにどんな「危ない」の

意識づけをしたらいいのか、是非、今日はその考

える場としていただければ、いいのではないかな

というふうに私からのメッセージでもあります。 

【板橋】 

 切迫感を持つということですね。 

【千田】 

 そうですね。 

【板橋】 

 ありがとうございます。 

【千田】 

 明日は現場研修ということでですね、ジオパー

クの荒砥沢地すべりなどで、そのへんの「危ない」

の切迫感を感じとっていただければなというふう

に思っております。是非ですね、明日は宜しくお

願いしたいかなと。 

こういうジオパーク活動を引き続き国、県のご

支援、部長さんのご支援も宜しくお願いしたいか

なということで、いちおう私の方からは以上でご

ざいます。 

【板橋】 

 ありがとうございます。 

宍戸さんはいかがでしょうか。 

【宍戸】 

 はい。写真が変りましたが、私の方から参考に

ですね、先ほどまでの写真のもう少し下流がこう

いうふうになります。 

丸森の町並み、上の方が先ほどの市流域です。

一番手前に横たわっている阿武隈です。主流域は

湖になりました。前日の夜中の１１時。阿武隈川

の橋の最大水位は朝の５時頃です。５時間ちょっ

との開きがあったということで、被害の形も変っ

ています、参考までにですね。 

 いま千田さんからもありましたが、意識の問題

が大切だと思います、複合災害に備えるために。

やはり災害は、今までにない想像以上のことが起

こるという意識が大前提で考えた方がいいと思い

ます。簡単にですね、学び、繋がり、伝承という

話をさせていただきます。やはりそうなりますと、

自然災害は自然が相手ですから、学びを深める、

それに関する情報を深めるということです。我々

の身近にあるハザードマップ、それに理解を深め

てマイタイムライン、行動計画に繋げると、具体

的に。そういうことが必要となります。命に関わ

る学び、ですから興味深く学びたいと、楽しくも

学びたいと、そういう学びをしたいと思います。 

 ２つ目は地域の繋がりです。 

災害時の連絡体制と声かけは、誰１人取り残さ
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ないためにということを大切と考えています。日

頃から繋がっていること。「大丈夫か」「危ないぞ、

逃げろ」または、「私を助けに来て下さい」とま

で言えるような声かけができるかどうかですね。

被災のあと、被災地として区長と合い言葉を考え

ました。難しくはない合い言葉でした。「お互い

さま」です。日頃からお互いさまの気持ちと顔の

見える繋がりが防災の基本だなという話になりま

した。 

 ３つ目は伝承です。 

未来に繋ぎましょう。 

突然ですが、山の沼に可愛い童（わらし）が住

んでいました。雨に当たると、なりたくもないの

に大蛇になってしまう。ワンワン泣いて、大涙で

山をかけおり、土石流になってしまうんです、大

蛇が。もう１人のわらし太郎は、その可愛いわら

しと沼のほとりで出会いました。うたた寝してい

た太郎は、雨で目が覚めると、沼を一周するよう

な大蛇がのたうち回って、山がぐらぐらと動いて

いました。太郎は、「わらし、どこさいった」。す

ると大蛇が、「おらだ、おれがわらしだ」と言い

ます。勇敢な太郎は、大蛇の頭に被っていた笠を

ポンと被せると、大蛇は可愛いわらしに戻ったん

だと。わらしは嬉しくて、家老に絵図を渡しまし

た。 

開いてみますか、せっかくですから、絵図を。 

【板橋】 

 素晴らしい、お手製ですね。 

【宍戸】 

 お手製です。人形劇のお手製です。その絵図に

は、 

【板橋】 

 まさにハザードマップ。 

【宍戸】 

 大蛇の住処と通り道が記されていたんです。×

が住処です。しばらくした大雨のとき、その絵図

を事前に見ていた太郎は、ひょいひょいと村中を

駆け下り、村人を助けることができたんだと。あ

りがとうございます。 

土石流や自然災害は必然的に起こってしまいま

す。わらしと太郎、２人の優しさが絵図、ハザー

ドマップが村を救うという物語です。民話と物語

が溶け合って心にしみるものがありました。 

写真をご覧いただいたと思うんですが、ほんと

に和気藹々と素晴らしい上演でした。 

最後の写真をお願いします。 

これは２５０年ほど前の阿武隈川氾濫の慰霊碑

なんですね。「水没二十六員到彼岸」。２６名が氾
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濫で亡くなってしまったということが刻まれてお

ります。先人の深い思いが感じられます。 

このように伝承は心の備え、忘れないで本当に

未来に伝えていきたいと考えております。以上で

す。 

【板橋】 

 ありがとうございます。いまお話くださったの

は、「やまのおおじゃくぬけ」という人形劇です

よね。きょうは２階でダイジェスト版をご覧いた

だけますので、もし宜しければ、このパネルディ

スカッションが終わりましたらご覧になってくだ

さい。このように子どもたちにもわかりやすい形

で伝えていくということは、ほんとに大事ですね。

ありがとうございます。 

 さて、多賀城高等学校の皆さんはどうでしょう

か。若者の視点から複合災害の減災に向けて、ど

ういう取り組みができるでしょうかね。後藤くん

からかな。 

【後藤】 

 はい。まず、やっぱり自分事としてやっておく

という、防災、減災について取り組んでおくとい

うのが一番大事なんじゃないかなと思ったのが１

つと、やっぱり一番最初にも言ってたと思うんで

すけど、地震からの津波が来るというのはみんな

知ってるんですけど、やっぱり地震からの土砂災

害だったり、雨が降るともっと規模が大きくなっ

てしまうというのを踏まえて、そういうので自分

事として捉えるというのが大切だなと感じました。 

私が学校で行っている課題研究、グループ研究

では、土砂災害について危機意識が低いという課

題があったので、その危機意識を高めるために３

Ｄモデルにして、その土砂が流れてくるというも

のを作成したんですけど、それを多賀城高等学校

の生徒に見せたところ、やっぱり「土砂災害のイ

メージが湧いた」だったり、「土砂災害の危機意

識が高まった」という声をいただいているので、

３Ｄモデル化したりＳＮＳとかで発信するという

ことが大事なんじゃないかなと考えました。 

【板橋】 

 なるほど。 

耳塚くんは、いかが。 

【耳塚】 

 自分は、学校の課題研究でマイタイムラインを

学んでいるんですけど、そのマイタイムライン自

体が、一般の方にはあまり知られていないという

現状があるので、まずは、より多くの人にマイタ

イムラインを知ってもらいたいと考えています。 

また、マイタイムラインは、いまのところ紙で

まとめることが多いんですけど、 
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【板橋】 

 そうですね。 

【耳塚】 

 やっぱり若い世代が使いやすいような電子化、

アプリ化などといった電子化をしていきたいと考

えています。加えて、マイタイムラインは水害が

メインなんですけど、それは地震であったり土砂

災害にも生かせるのではないかなと考えています。

多くの人が土砂災害に備えるマイタイムラインを

持てば、被害に遭う方も少なくなるのではないか

なと思いました。 

【板橋】 

 そうですね。まさにだから危機意識を持つとい

うことですよね。こういうことが起きたら、自分

はどう行動するかというのを事前に考えておくと

いうことですものね。 

【耳塚】 

 そうです。 

【板橋】 

 ありがとうございます。 

森合さんは、課題研究としてはどんな研究をし

てるんですか。 

【森合】 

 私は、火災旋風について課題研究で研究しまし

た。 

【板橋】 

 火災旋風？、なんですか、火災旋風とは。 

【森合】 

 火災旋風は、火災現場に竜巻状の渦が発生して

被害をどんどん大きくしていく事象なんですけど、

この火災旋風が発生するメカニズムだったり条件

というのが、まだ解明されていなくて、土砂災害

もマイタイムラインも知られていないということ

が課題だと２人が言ったように、火災旋風もメカ

ニズムが解明できていないことで、伝承活動だっ

たり対策を立てられないという問題があるので研

究しました。 

【板橋】 

 火災旋風に注目するきっかけは何ですか？ 

【森合】 

 さっき学校紹介の方で紹介させてもらった巡検

の方で関東大震災の特別展を見て、その中で今ま

で自分が学んできた地震だったり津波だったり以

外の重大な災害があるということを知って、それ

まで火災旋風について知らなかったということが

悔しかったのと、知らないんだったら調べないと

いけないというふうに思ったので調べて、伝えて

いきたいなと思いました。 

【板橋】 

 まさに大船渡でもロサンゼルスでも、そして今

はカナダでも山火事が起きてるじゃないですか。

そこにも関連性がありますけれど、火災旋風をま

ずメカニズムから学んでみようと思ってるという

のは、素晴らしいですね。ですし、それこそ山火

事の後の土砂災害という複合災害にも繋がる可能

性がありますものね。 

【森合】 

 はい、そうですね。 

【板橋】 

 まだまだ火災旋風について研究してる方は多く

はないと思うので、極めていってくださいね。 

【森合】 

 はい。 

【板橋】 

 そして、最後に、思いといいましょうか、目指
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してるものを教えていただけますか。 

【森合】 

 いま映してもらっているスライドについての説

明になるんですけど、私たち災害科学科のように、

学生が防災教育について学ぶことの役割として、

土砂災害だけでなく、どんな災害も自分事として

捉えてもらうために私たちが取り組むべき課題は、

災害の記憶や教訓を、どのようにして次世代に伝

えていくかを考えることだと思っています。 

例えば本校では、東日本大震災の教訓を伝える

ために、津波伝承まち歩きという活動を行ってい

ます。この活動は地域の歴史や被災体験を学びな

がら、実際に被災地を歩いて感じてもらうことで、

よりリアルに記憶に残る伝え方です。 

 さらに発信方法も工夫が必要だと考えていて、

最近だと能登の地震の時だったり豪雨の時に、能

登の高校生達が実際に行っていたことなんですけ

ど、ＳＮＳを通して被災地の状況を発信してもら

うと、被災地から遠いところでもＳＮＳだったら

みんな見てるので、それで伝えていけるというこ

とと、記録に残していけるということ。 

そして被災地じゃなくても、私たちが発信する

ことで被災地に情報を届けることもできるという

ことで、ＳＮＳの使い方だったり、発信の仕方、

伝え方というのをもっと工夫していけるんじゃな

いかなというふうに思いました。 

 このようにして若者が自身で災害や防災につい

て理解して、自分事として捉えることができるよ

うになれば、語り継ぎの形が変わっても目的が変

ることなく、人の命と暮らしを守るための災害の

教訓を次世代に伝承していく、という思いを持っ

て活動していくことで、私たち１人１人ができる

ことから始めて、メカニズムを伝えていくとかメ

カニズムを知ってもらうということで、伝承だっ

たり防災に役に立てられるかなというふうに考え

ています。 

 

【板橋】 

 ありがとうございます。素晴らしいですね、会

場から拍手がわきました、ありがとうございます。

凄い。井良沢先生、いかがですか。専門家のお立

場から複合災害の減災に向けた取り組みをお話い

ただきたいんですけど、素晴らしかったですね、

いまのお話し。 

【井良沢】 

 多賀城高等学校災害科学科の３人の生徒の皆さ

んの、災害を無くしたいという強い思いに、私も

背中を強く押された感じがしました。ありがとう

ございました。 

複合災害ということで、どのように備えるかと

いうことですけれども、このスライドのちょうど

左の方ですね。これは、千田さんのお勤めになっ

てる栗駒山麓ジオパークビジターセンター。私も

３月下旬に訪問したんですけれども、４００イン

チ２画面、ほんとに大画面で大迫力の映像を楽し

むことができます。 

 右の方は宍戸さんがお住まいの、昔から伝わる

丸森町、ほんとうに伝説が多い町だなというふう

に思います。これは、羽山と立石の伝説というこ

とで、たぶん花崗岩のコアストーン同士が勢力争

いを、喧嘩をしてるような絵なんですけれども、

そういった伝説があったり、実際に巨石がたくさ

ん町の至るところにある、そういう町になってま

す。 

 複合災害にどのように備えるかということでは、

何か今までのことを改めて、凄いレベルの高いこ
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とを持たないと駄目じゃないかというのではなく

て、地域地域で身近にあるものに、もう少し掘り

返してやることで、ちょっとしたことで変わる点

もあるのかなというふうに思ってます。 

例えばその事例を２つほど挙げたいと思います。 

岩手・宮城内陸地震の現場で、私も調査を何回

かして不思議に思ったことがあります。それは、

栗原市耕英地区の冷沢（ひやしざわ）というふう

に読むんですけれども、ほんとに幅が３００ｍく

らいで長さも５００ｍくらいの両岸とも谷地形な

んですけど、左右岸が全部崩れて大崩壊が出現し

たんですけれども、家屋を見ていただくと、家屋

は１件も被害が起きていません。 

 これはどういうことかというと、ここに入られ

た方は、満州開拓団からの引き揚げ者を含む方々

で、戦後開拓団なんですけれども、栗駒山の５０

０ｍ、６００ｍの高原に住む際には、災害に安全

な場所を選んで住もうということを皆で決めたと。

沢のある谷とか崖の下は危ないから住まないと皆

で決めて入植されたと。入植された先人たちは、

ここの地形地質が脆いといことが分かっていたた

めに、こうしたことをやったというふうに伝わっ

てます。こうした先人たちの知恵を学ぶといった

ことも必要かなと思ってます。 

それから、もう１つが丸森町から学んだことな

んですけれども、「丸森女子重機隊」。いかつい名

前なんですけれども、被災者から支援者に、助け

られる人から助ける人へという行動をまさに実践

されてる丸森女子重機隊。これはどういうことか

というと、東日本台風で被災した丸森町にお住ま

いの女性達、主婦の皆さんが、やっぱり災害時に

重機がないと、こういったちょっとした土でも、

スコップだと女性の力だと大変だということで、

重機といっても写真で見るような、ほんとに小型

の重機なんですけれども、その免許を取って、そ

うすると格段に災害復旧のお手伝いができるとい

うことで結成して、何人かの主婦が取られたと。

その甲斐があって、翌年２０２０年２月に福島県

沖地震があったんですけれども、隣町の山元町に

丸森女子重機隊の方が出動されて、支援の立場で

行かれたと。聞いていてほんとに素晴らしいこと

をされてるなというふうに感じました。 

最後ですけれども、やはり複合災害への備えに

は、住民の皆さま方の防災意識の向上が不可欠で

ある、ということに尽きるのかなというように思

います。この前、話が出たように、今後はやはり

地球温暖化による降雨の激甚化は、どうしても避

けられないというふうになりますと、こうした複

合災害に備えておく必要があります。 

そのためには何をすべきかというと、やはりこ

れまでその地域であった災害の記憶、教訓をしっ



 土砂災害防止「全国の集い」㏌宮城 記録集【パネルディスカッション】 

 

69 

 

かりと忘れることなく、しかも過信することなく

常に最大限の警戒を取ることが、何よりも重要か

なと思ってます。 

それから千田さん、宍戸さんからご紹介があり

ましたように地域で話し合って、自分自身がどう

いう行動を取るのが必要なのかを考えて、共に助

け合うことが重要かなというふうに思います。そ

して豪雨や地震によって崩れやすい地形、地質、

土質があって、そういった情報を住民の皆さま方

が共有化すること。皆さんが一緒に持つというこ

とが重要かなというふうに思います。 

写真にあと１例として、千田さんがお勤めの栗

駒山麓ジオパークビジターセンターとか、宍戸さ

んの関わられている丸森地区防災ステーション利

活用部会。そして、今回会場に展示していただき、

会場にお越ししてらっしゃる人形劇「やまのおお

じゃくぬけ」の創作活動をされている皆さま方な

ど、私もはたから見て、凄く楽しそうに学びなが

ら災害を伝承されているという姿に大変感銘を受

けました。 

 土砂災害は、他の自然災害に比べて被災エリア

が狭かったり、滅多に起こらないということでな

かなか伝承することが難しい災害なんですけれど

も、地域で是非楽しみながら、そして学びながら

災害を伝えていくことが、ほんとに大事かなとい

うことを思いました。以上です。 

【板橋】 

 ありがとうございます。 

ではここで、今日、会場にご祝辞もちょうだい

しましたが、全国治水砂防協会、宮城県支部長で

もいらっしゃる村上蔵王町長がお席にいらっしゃ

るかと思うんですが、基礎自治体として複合災害

にどう備えるかについて、少しお話いただけます

でしょうか。 

【村上】 

 私たちのこの蔵王町でありますが、蔵王山の噴

火などによりまして、火山の堆積物が上流域に多

く堆積してるところであります。また、この大雨

や蔵王山の噴火のときに堆積物の流下や融雪によ

る泥流で氾濫の発生も気にしてるところでもあり

ます。そのために、基礎自治体としては事前の準

備、住民の防災意識の向上、啓発の重要性を改め

て認識するとともに、地域防災計画の策定にあた

っては、複合災害の観点も重要であると考えてい

るところであります。 

 

 

しかし、市町村では住民対応などに忙殺される

ことが想定されまして、加えてマンパワー不足や

土砂災害対策の対応の経験、および技術力不足な

どがありまして、土砂災害の複合災害という複雑

な災害に備えた警戒避難体制の構築などについて

は、知識も深めて対応に苦慮するものと思ってお

ります。 

 平成２０年の岩手・宮城内陸地震、令和元年の

東日本台風のときの取り組みの説明がありました

全国治水砂防協会 宮城県支部長 

村上英人 蔵王町長 
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が、引き続き国、県の支援が必要である、更に充

実強化が必要であると思っております。どうぞ宜

しくお願いいたします。 

【板橋】 

 ありがとうございます。県が頼りにされていま

すが、齋藤さん、複合災害への備え、取り組み、

いかがですか。 

【齋藤】 

 はい。岩手・宮城内陸地震にともないまして、

まず砂防施設の災害復旧事業を行いまして、現在

すでに完了しておりますが、令和元年の東日本台

風など、その後の大雨でもですね、土石流などの

土砂災害は発生していないんですね。ですので、

時間的な余裕があれば、ハード的な対策というも

のを講じることは可能でありますし、その効果と

いうのは凄く大きいんだろうなと考えております。 

しかし、今回能登半島のようにですね、災害と

災害の間が短期間でありますと、ハード的な対応

というのを十分に行うことは困難で、対策には限

界があるんじゃないかなと。 

したがいまして、従来の危険箇所、既存のハザ

ードマップに記載されているようなものを再認識

した上で、先発の災害発生後の地形変状ですとか、

そういったものを踏まえまして、先ほど草野部長

からも説明がありました、シミュレーションとい

ったものを活用しまして新たな危険な箇所ですと

か、従来の危険なエリアが拡大した箇所などを把

握しまして、さらに先ほど基調講演で松本さんか

らもお話がありましたけれども、流木の発生です

とか、それから橋梁での閉塞氾濫。そういった現

象も想定した新しいハザードマップというか、一

時的、暫定的になってしまうのかもしれませんけ

れども、新しいハザードマップをできるだけ早め

に作成し後発の災害に備え、有事の際には住民避

難を促すようなソフト的な対策というものが、と

ても重要なんだなというふうに考えております。 

 先ほど村上蔵王町長からも、国や県の支援とい

う話がございましたが、県では令和５年度からで

すね、災害発生時の市町村支援の枠組みを構築し

まして、災害復旧事業等のハード対策への支援を

運用してるところですが、今後はいま言ったよう

な、先ほどのハザードマップの作成、そういった

部分の支援ですとか、またさらにハザードマップ

の内容を十分に理解して、住民の方が避難に繋が

るよう、その内容をより親切に細かく説明という

ような、ソフト的な対策への支援というのも有効

なんじゃないかなというふうに考えております。 

【板橋】 

 ありがとうございます。さて、では今日最後に、

国の複合災害の減災に向けた取り組みを、草野さ

んからお伺いしたいと思います。 

【草野】 

 はい。いろんな話が出てきて、繰り返しになる

部分もあるかと思うんですけれども、途中で井良

沢先生の方からですね、複合災害と一言で言って

るけれども、過去にいろんな災害が起こっていて、

もうちょっと細かく分析すれば、また違った対策
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ができるんじゃないかというお話がありました。

私もまさにそれを感じるところがありまして。た

しかに、複合災害は複合して起こるので、事前に

予測が難しいんですよね。 

【板橋】 

 そうですね。 

【草野】 

だからこそ、事前にハザードマップがない。だ

から、あんまり事前に有効な対策が取れないとい

うことになってしまっているのですが、複合災害

といっても、中には調べれば、事前にこの場所が

危険だということを絞り込める複合災害もあるだ

ろうと。これはあとでご説明しますが、まさに丸

森町であった土砂・洪水氾濫は、いま国の方が基

準を示して各県さんで土砂・洪水氾濫の危険な場

所の絞り込みをやっていただいてますので、これ

は後でお話します。 

先に事前に予測できない場合ですね、それがこ

ちらにちょっと出てる、文字ばかりで申し訳ない

んですけど、縦の方は、最初に調査して、それか

ら緊急的な対応をして、一番下のオレンジのとこ

ろはもうちょっと恒久的な対策を行う、ソフトか

らハードみたいな流れで。横は時間の流れなんで

すけど、真ん中のここに発災とありまして、災害

が発生してしまったあと、複合災害で、このあた

りがさっきの衛星を使うとかドローンを使うとか

で、取得できるものはどんどん取得して、こっち

の方でハード対策ですね、水を流す水路を作ると

かという流れを書いてるんですけれども、この資

料そのものは、国土交通省で行った有識者の専門

の会議で出てきた資料なんですけど、大雑把には

そういうことなんですが、先ほど松本解説委員さ

んのお話もありましたけど、まず予測するという

ことですね。これ全体がだから予測なんですよね。

何かあったら、だいたいこういうことをやるんだ

ろうなとか、だいたいこういうことが起こるんだ

ろうなと。 

どこでいつ起こるかはっきり分かりませんけれ

ども、実際に起こったらやることって、だいたい

その先が見えるんですよね。それが予測の１つあ

って、それから、その中でまさにマンパワーとか

時間は限られてますので、どこに最適化というか

優先順位をつけてやるかということを判断しなが

らやっていくという、ちょっとこれは一般論で分

かりにくいんですけれども、 

次、お願いします。 

これは、予測の１例ですけれども、これ砂防と

書いてますけど、これは土砂災害ですね、土砂が

崩れて川に流れていきますみたいな話で、こっち

は河川と書いてますけど、洪水の話ですね。それ
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ぞれ単体であれば、それなりに予測はできるんで

すけど、これが土砂が流れて川に入りましたと。

そうすると、川の方というのは、川が急に断面が

変らなければ、何時間後にどのくらい水位が上が

るとかというのは、けっこうな精度で出せるんで

すけど、急に土砂が入って来て川の中の状況が変

ったら、またそれなりにその場で予測しなおさな

ければ駄目で、このへんが、さっきのどういうこ

とが起こるかということと、優先順位をつけて何

をやるかという話ですね。１つの例ですけど、そ

れで、そうやって得た知見を、これも先ほどの能

登の話で、シミュレーションがある程度当たった

けど、伝えきれなかったということがありまして、

伝えるところですね。ここもやっぱりやっていか

ないと駄目です。 

次、お願いします。 

これは実例ですけど、実例と言いながら機能し

きれなかった部分があるんですけど、能登半島で

ああいう複合的な災害があって、状況を調べた結

果を市町村の皆さんに説明に行ってる、まさに情

報共有をしてるところなんですけれども。だいた

い起こることが分かって来て、その時点で取れる

情報を最適化して伝えてるということですね。 

次、お願いします。 

最後これですね。これが最初ちょっとお話した、

事前に予測できることを増やす。いま私が後半で

少しややこしいことを喋ったのは、事前に予測で

きない場合には、さっきのような流れである程度

予測というか、こんなことが起こるだろうなとい

うことを考えながら、優先順位をつけて情報共有

していくという話ですけど。これは、複合災害の

中でも、ものによっては、事前に危険な場所を特

定できるんじゃないかと。 

現在普通の崖崩れとか地すべりとか土石流とい

う単発の土砂災害については、土砂災害警戒区域

という区域の指定ができてまして、全国で７０万

カ所くらいで、宮城県さんも指定されてるわけで

すけれども。土砂災害警戒区域がもう発表されて

いるので、それを市町村さんが使われてハザード

マップができてるんですね。だから、ハザードマ

ップがあるから事前に対策できる。 

だけども、土砂・洪水氾濫というのは、実は丸

森町で実際にあった災害ですけど、単発の土石流

とか崖崩れが１つの狭いところに集中して起こっ

てしまって、普通の土砂災害警戒区域って、ここ

まで危険ですという色で、黄色で塗るのでイエロ

ーゾーンと言っているのですが、イエローゾーン

でおさまらずにどんどんはみ出して、イエローゾ

ーン以外のところまで全部土砂で埋まってしまっ

てるんですよね。だから、初めからハザードマッ

プに示せていない。なので、そこで被害が広がっ

てしまうということなんですけれども。 

その土砂・洪水氾濫を、いま映ってるのがそう

なんですけれども、起こりうる場所を過去の災害

から学んで、ある程度こういう条件の方が起こり

やすいということが分かってきてるので、そのマ

ニュアルというのを作って、いま各都道府県さん

に調べてもらってます。 
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これができてきたら、ちょっとどのくらいの精

度かというのがあるので、先ほどの単発の土砂災

害のイエローゾーンと同じように扱えるかどうか

までは、ちょっと分からないんですけども、少な

くとも調べた結果をおそらく公表して、それがハ

ザードマップに載るとかして事前の対策になると

か、もちろんハード対策で施設を入れていくとい

うことにも繋がると思いますので。 

複合災害はたしかに難しくて、先ほど千田さん

の方からも、複合災害の避難計画は誰が作るのか

というお話がありましたけれども、そもそもハザ

ードマップさえ作れていなければ、避難計画を作

るのはたぶん難しいと思うんですよね。 

【板橋】 

 そうですよね。 

【草野】 

 ただ、複合災害も細かく丁寧に、過去に起こっ

たいろんなことが複合してるけれども、土砂・洪

水氾濫で言えば、土石流と崖崩れと地すべりが複

合してるわけです。だからいまどこまで危険か分

からないけれど、やり方を丁寧に調べれば、複合

災害の中でも事前に危険な箇所を絞り込めるよう

なものもあるかなと。それができれば、ハザード

マップも作れるし、避難計画も実行精度があるも

のが作れるのではないかなというふうに考えてお

るところです。 

【板橋】 

 なるほど。ある程度エリアを絞り込むと、そこ

で考えられる複合災害というのは幾つか特定でき

そうな気もしますよね。 

【草野】 

 そうですね。ただ、地震はどこの斜面が崩れる

かというのは、いろいろ知見があるにはあるんで

すけど、やっぱり先ほどのイエローゾーンに指定

するほどの技術的な裏付けなないと言いますか、

それがかなり分かるのなら、そこはハザードマッ

プに載せて、ここは地震で危ない斜面だから。た

だ地震の場合、雨と違って緊急地震速報が出たか

ら逃げてくださいといっても、下手すると数秒く

らいしか逃げる時間がないので、危険なところが

分かっても、逃げるのが難しければ、予め家を補

強するとかですね、ここは地震で危ない斜面だか

ら家を補強するとか、場合によっては引越される

とか、そういうことになるかもしれませんけれど

も。いまは分かっていない複合災害でも、技術の

進歩があれば、もうちょっと事前に対策できる方

の仲間入りが増えていけばいいかなというふうに

感じています。 

【板橋】 

 そうですね。わかりました。 

そろそろパネルディスカッションを終える時間

が近づいて参りましたが、きょうは２つの災害を

実際に当時経験なさった千田さん、宍戸さんから

も大変貴重なお話を伺いました。幾つも課題が浮

かび上がり、教訓もお伝えいただきましたけれど、

１つ１つ課題を克服して教訓を蓄積していく中で、

やっぱりこの災害大国を生き抜く術というのが生
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まれてくるのかなというふうにも思います。 

いまおっしゃって下さったように、複合災害と

いうのは多岐にわたっていますので、リアルハザ

ードマップを作るというのは、なかなか厳しいん

ですけれども、きょう、皆さんから「切迫感を持

つ」、あるいは「想像力」、「日頃からの繋がりを

大事にする」「お互いさま」、たくさんのキーワー

ドをいただきましたし、若者からは、やはり情報

の発信の仕方、いまだからこそ共有できる発信方

法があるのではないかというお話もいただきまし

たし、「自分事化する」というキーワードもちょ

うだいしました。 

きょうは、会場の皆さんの参考になるお話が、

登壇してくださったパネリストの方々からお聞き

いただけたのではないかと思います。是非、この

先どんな単発の災害、複合災害が起こるかも分か

りませんけれど、１人１人が高い意識を持って、

命を守るという行動を、情報を受け取ったら行動 

 

に結びつけるということを肝に銘じていただいて、

少しでも減災に向けて取り組みを続けていただけ

たら幸いに存じます。 

長時間にわたりまして、パネルディスカッショ

ンにお付き合いいただきまして、ありがとうござ

いました。 

ご登壇の皆さまに大きな拍手をお送りください。 

ありがとうございました。 

では、平間さんにマイクをお返しいたします。 
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【平間】 

さて皆さま、４３回目となる土砂災害防止「全

国の集い」は、ここ宮城県で開催いたしましたが、

次回、第４４回目の開催地は滋賀県でございます。 

土砂災害による被害を少しでも減らしていくため

に、滋賀県の開催においても、今回同様、「全国

の集い」を契機に、国と県と地域が一体となり、

土砂災害の被害軽減に向けた取り組みがより一層

推進されていきますことを期待いたします。 

 

それでは最後に、主催者を代表いたしまして、 

今年の「全国の集い」運営委員長であります、宮

城県 土木部部長 齋藤 和城より閉会のご挨拶

を申し上げます。 

 

【齋藤】 

 宮城県土木部長の齋藤でございます。本日はお 

 

忙しい中、多くの皆さまにこの「全国の集い」に

ご参加いただき、誠にありがとうございました。

また、土砂災害防止功労者表彰を受賞されました

皆さま、大変おめでとうございます。 

 

 

今回の集いにおいて、はじめにＮＨＫ解説主幹

松本様には、災害に対して今後我々がどのような

閉  会  

宮城県 土木部長 齋藤 和城 

（「全国の集い」運営委員会 委員長） 

宮城県 土木部長 齋藤 和城 

（「全国の集い」運営委員会 委員長） 
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行動を取るべきかなどについて、講演をいただき

ました。また、令和元年東日本台風による土砂災

害を経験した丸森町長保科様からは、自分が取る

べき避難行動を考えるためのきっかけとなる、貴

重な講演をいただきました。 

パネルディスカッションでは、パネリストの井

良沢様、千田様、宍戸様には、それぞれのお立場

から今後の土砂災害対策の充実強化に繋げるため

の、非常に貴重なお話をいただき、多賀城高校の

皆様からは、若い世代からの視点による意見をい

ただきました。 

また、コメンテーターの草野砂防部長様からは、

全国の事例や今後の方針を含めた大変意義のある

コメントをいただきました。エフエム仙台の板橋

様には、コーディネーターをお務めいただき、議

論を円滑に進行していただきました。ご出演して

いただいた皆様、誠にありがとうございました。 

 さて、今年も６月に入り、大雨による災害に警

戒が必要な時期となりました。昨日から九州にお

いても、４００ｍｍを超える大雨が降っていると

ころでございますけれども、本日の集いを新たな

契機とし、全国の土砂災害防止に向けた取り組み

が、一層進むことを期待しております。 

宮城県には、日本三景をはじめ様々な観光地が

あり、各地においしい食べ物や美しい風景があり

ます。県外からお越しいただいた皆さまには、こ

の機会に是非宮城県の魅力に触れていただければ

幸いでございます。 

結びに、開催にあたり多大なご協力をいただい

た関係の皆さまに対して、心からの御礼を申し上

げ、閉会の挨拶とさせていただきます。 

本日は、誠にありがとうございました。 
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